
基 調 講 演

「地方創生と健康省エネ住宅」
伊藤 明子 先生
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in しまね

後援

2015

（4F大ホール）
パルメイト出雲

14：00 　 17：00
（受付開始 13：30）

11/28

主催

パエネリスト（順不同）

コーディネイター

「島根の中央と地方の人材を軸に健康と
                                 住宅をベースにした地域活性化を考える」

特別講演Ⅰ
内閣官房　まち・ひと・しごと創生本部事務局　次長

「住宅の高断熱化・内装木質化が
  子供から高齢者の健康に及ぼす影響」

伊香賀 俊治 先生

特別講演Ⅱ

慶應義塾大学　理工学部　教授

内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部　事務局次長
慶應義塾大学 理工学部 教授
島根大学医学部・特任教授、島根大学・名誉教授
島根協議会特別顧問
マングローブ・クリエーション　専務取締役
島根県商工労働部部長（予定）

（一社）健康・省エネ住宅を推進する国民会議

　　　　　　　　　　 理事長　上原 裕之先生

伊藤 明子先生
伊香賀 俊治先生
塩飽 邦憲先生
今田 潔先生
芝山 さゆり先生

パネルディズカッション

テーマ

このシンポジウムで

（一社）健康・省エネ住宅を推進する国民会議
島根県（予定）/出雲市（予定）/島根県医師会、
生活習慣病予防研究センター /しまね健康省エネ住宅推進協議会

詳しくは裏面を
ご参照ください

土

日時

場所

島根の元気を
「医療・建築・林業を軸に」



×

2015

14：00 　 17：70
（受付開始 13：30）

11/28土

パルメイト出雲
（４F大ホール）

日時

場所

シンポジウム開催趣旨

ヒートショック

しまね健康・省エネ住宅推進協議会事務局

事前お申込方法

お問い合わせ

国土交通省全国で17,000人

全国で 4,113 人

in しまね

　高齢化が急速に進展する中で、ヒートショック等の家庭内事故が増
え、現在社会問題になっています。これについては、住宅の高断熱化
によって住宅を暖かい温度に保つことで、事故を未然に防ぐ効果が期
待されております。現在国をあげて健康・省エネ住宅の普及を目的と
した「スマートウェルネス住宅推進モデル事業」が推進されております。
　この事業の大きな特徴は、「国・行政」「医療従業者」「建築事業者」、
そして「市民」が四位一体で推進することであり、国の助成を受けて「高
断熱住宅と健康の相関：を明確にする調査などが行われます。
　そうです‼この取り組みは、市民の皆さんのご協力が欠かせません。

ヒートショックとは、冬場の急激な温度によりおこる血液疾患のこと。

「しまね健康・省エネ住宅推進協議会」では、地域にお住いの皆さんの住宅環境を調査し、
健康・省エネ住宅を推進することでイキイキとした健康・長寿社会の実現に貢献します。

工務店などの業者関係者は、別途申込書を用意しておりますので、FAX・E-Mail にてご連絡ください。

出雲市　工務店　　　有限会社 石川工務店

出雲市　断熱工事　　株式会社 出雲採石

出雲市　建設設計　　プラウドホーム 株式会社 

出雲市　ガス工事　　出雲ガス株式会社

下記欄にご記入の上、上記番号へ送信ください。

しまね健康・省エネ住宅推進協議会
（事務局）プラウドホーム株式会社　担当：竹田　TEL:0853-22-1652

お 名 前

電話番号

参加人数 人

TEL:0853-22-1652
E-Mail:ya.takeda@proudhome.jp

松江市　製材業　　　株式会社 谷興松江センター

スマートウエルネス住宅等推進
モデルハウス事業（特別部門）

出典：
東京都健康長寿医療センター
　　　検察庁交通企画課

※ご提供いただいた個人情報は、本シンポジウムのご連絡以外には使用しません。

断熱改修など 断熱改修など

是非、このシンポジウムを通じ
ご家庭内の安全・健康・長寿を
実現していただきたく思っております。

ヒートショックによる死亡者は交通事故死者数の約 4 倍！

家庭内でヒートショック
による死亡者数

交通事故による死亡者数

補助率最大
補助対象費の1/2

万円 /戸上限最大

FAX:0853-31-7180

健康・省エネシンポジウム　in しまね


